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は
じ
め
に

　

２
０
１
３
年
５
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会

で
、「
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
（
Ａ
Ｗ
）
と
肉
用
鶏
生
産
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ド
案
」
が
つ
い
に
採
択
予
定
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
昨
年
末
に

農
林
水
産
省
が
開
い
た
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協

議
会
と
、
鹿
児
島
大
学
で
開
か
れ
た
養

鶏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
筆
者
の
意
見
な

ど
を
報
告
し
た
い
。

1

Ｏ
Ｉ
Ｅ
・
Ａ
Ｗ
国
際
会
議

　

２
０
１
２
年
11
月
６
日
か
ら
８
日
ま

で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
第
３
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
・
Ａ
Ｗ
国
際
会

議
（
写
真
１
）
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
農
林
水
産
省

消
費
・
安
全
局
動
物
衛
生
課
か
ら
Ｏ
Ｉ
Ｅ

理
事
の
川
島
俊
郎
課
長
を
含
む
３
名
が
出

席
さ
れ
、
世
界
の
行
政
、
学
者
、
動
物
福

祉
団
体
の
関
係
者
と
Ａ
Ｗ
に
つ
い
て
、
会

議
と
情
報
交
換
で
親
交
を
深
め
ら
れ
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
た
。

　

そ
の
他
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
東
北

大
学
の
佐
藤
衆
介
教
授
、
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
の
永
松
美
希
教
授
と
筆
者
の
３

名
で
あ
っ
た
。
11
月
6
日
に
バ
レ
ッ
ト
Ｏ

Ｉ
Ｅ
事
務
局
長
が
報
告
さ
れ
た
Ａ
Ｗ
に
つ

い
て
の
優
先
事
項
の
中
で
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
主
催

の
Ａ
Ｗ
セ
ミ
ナ
ー
は
韓
国
で
２
０
１
３
年

８
月
に
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

2

Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会

　

次
に
、
２
０
１
２
年
12
月
４
日
に
開
催

さ
れ
た
農
林
水
産
省
主
催
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡

協
議
会
に
提
出
し
た
「
コ
ー
ド
案
に
つ
い

て
の
筆
者
の
意
見
書
」
に
つ
い
て
報
告
す

る
。
文
末
に
、コ
ー
ド
案
の
全
文
を
翻
訳
・

掲
載
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ

2012 年 11月 8日の第 3回 OIE・AW国際会議（マ
レーシアのクアラルンプールにて）

ＯＩＥのアニマルウェルフェアと
肉用鶏生産システムについて
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き
た
い
。
コ
ー
ド
案
に
つ
い
て
の
筆
者
の

意
見
と
感
想
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、
よ
り
具
体
的

に
修
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
環
境
と
管
理
の
項
目
で
は
、
具
体
的
な

数
値
は
ア
ン
モ
ニ
ア
濃
度（
25
ｐ
ｐ
ｍ
）

だ
け
で
、
第
７
・
Ｘ
・
４
条
の
「
肉
用

鶏
の
福
祉
の
た
め
の
基
準
ま
た
は
福
祉

の
状
態
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」

で
、
あ
と
は
国
あ
る
い
は
区
域
ま
た
は

地
域
の
規
範
を
参
考
と
す
る
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑶
㈳
畜
産
技
術
協
会
の
「
Ａ
Ｗ
の
考
え
に

対
応
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理
指

針
」
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
基
準
に
ほ
ぼ
対
応
し
て

い
ま
す
。

⑷
７
・
Ｘ
・
４
条
11
の
「
鶏
鳴
」
を
ど
の

よ
う
に
測
定
す
る
か
は
不
明
で
す
が
、

こ
の
問
題
を
除
き
、
わ
が
国
と
し
て
受

け
容
れ
可
能
な
基
準
案
で
す
。

　

調
製
品
を
含
む
鶏
肉
消
費
量
ベ
ー
ス
で

は
、
半
分
の
鶏
肉
は
国
内
で
生
産
さ
れ
、

半
分
の
鶏
肉
は
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

内
業
界
関
係
者
は
Ａ
Ｗ
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
物
の
安
全
性
（
サ
ル
モ
ネ

ラ
、
病
原
性
大
腸
菌
な
ど
）
お
よ
び
生
産

性
に
直
結
す
る
動
物
衛
生
が
ど
の
よ
う
に

科
学
的
に
改
善
さ
れ
て
、
メ
リ
ッ
ト
が
コ

ス
ト
よ
り
大
き
く
な
る
よ
う
な
経
済
効
果

に
期
待
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
行
政
と
業
界
関
係
者

は
、
国
内
と
海
外
（
日
本
へ
鶏
肉
ま
た
は

鶏
肉
調
整
品
を
輸
出
す
る
国
々
）
で
の
Ｏ

Ｉ
Ｅ
コ
ー
ド
第
７
・
Ｘ
・
４
条
で
示
さ
れ

た
「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
の
福
祉
の
状
態
を

知
り
え
る
11
基
準
値
（
死
亡
率
お
よ
び
罹

患
率
、歩
行
状
態
、皮
膚
炎
、羽
毛
の
状
態
、

疾
病
・
代
謝
疾
患
お
よ
び
寄
生
虫
病
気

の
発
生
率
、
行
動
、
水
と
餌
の
消
費
量
、

実
績（
成
長
率
・
飼
料
要
求
率
・
生
存
率
）、

損
傷
率
、
目
の
状
態
、
鶏
鳴
」
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

3
養
鶏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

イ
ン
鹿
児
島

　

鹿
児
島
大
学
で
開
か
れ
た
養
鶏
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
写
真
２
）
で
筆
者
は
次
の
よ
う

な
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
「
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
竹
内
で

ご
ざ
い
ま
す
。
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い

中
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

養鶏シンポジウム・イン鹿児島（ポスター）

　

さ
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

き
っ
か
け
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。昨
年
、

高
瀬
先
生
か
ら
佐
藤
先
生
と
一
緒
に
鹿
児

島
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
以
後
、

Ａ
Ｗ
と
言
い
換
え
ま
す
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
出
来
れ
ば
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
、
全
国
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
加

工
業
者
か
ら
な
る
国
産
食
鳥
推
進
委
員
会

か
ら
調
査
委
託
を
受
け
て
、
東
北
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
家
畜
福
祉
学
寄
附
講
座

の
先
生
方
は
、
７
月
に
タ
イ
で
、
８
月
に

英
国
で
、
さ
ら
に
、
寄
附
講
座
支
援
企
業

か
ら
調
査
委
託
を
受
け
て
、
９
月
に
ブ
ラ

ジ
ル
で
、
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
国
際
的
対
応
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
国
産
食
鳥
推
進
委
員

会
も
10
月
に
タ
イ
に
Ａ
Ｗ
海
外
研
修
と
し

て
日
本
食
鳥
協
会
の
芳
賀
会
長
と
事
務
局

員
、
阿
部
委
員
長
と
役
員
メ
ン
バ
ー
企
業

か
ら
数
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
会
議
の
準
備
も
必
要
で
す
。
内

外
で
Ａ
Ｗ
関
係
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
11
月
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
第
３
回
Ｏ

Ｉ
Ｅ
・
Ａ
Ｗ
国
際
会
議
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
12
月
に
は
農
林
水
産
省
主

催
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ

て
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
と
Ａ
Ｗ
基

準
案
が
検
討
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
く
の
関
係
者

の
お
か
げ
で
、
こ
う
し
た
時
流
の
要
請
を
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受
け
て
実
現
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｗ
に
つ

い
て
個
人
的
な
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
下
さ

い
。
海
外
と
国
内
と
で
は
、
Ａ
Ｗ
は
基
本

的
に
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ

は
法
律
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。欧
州
で
は
、

２
０
０
９
年
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場
の
Ａ
Ｗ

の
法
律
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
に
、

２
０
１
２
年
に
採
卵
農
場
の
Ａ
Ｗ
の
法
律

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
欧
州
で
は
、

食
鶏
処
理
工
場
で
食
鳥
検
査
制
度
の
法
律

が
あ
る
よ
う
に
、
養
鶏
場
で
も
養
鶏
飼
育

シ
ス
テ
ム
（
鶏
の
飼
い
方
）
で
あ
る
Ａ
Ｗ

の
法
律
が
で
き
た
の
で
す
。
一
方
、
日
本

国
内
で
は
、
食
鶏
処
理
工
場
に
食
鳥
検
査

制
度
の
法
律
は
あ
り
ま
す
が
、
養
鶏
場
に

は
養
鶏
飼
育
シ
ス
テ
ム
の
法
律
が
あ
り
ま

せ
ん
。
欧
州
と
日
本
で
は
、
養
鶏
飼
育
シ

ス
テ
ム
の
法
律
で
あ
る
Ａ
Ｗ
が
あ
る
か
な

い
か
が
大
き
く
違
う
と
言
え
ま
す
。

　

欧
州
に
ム
ネ
鶏
肉
を
輸
出
す
る
タ
イ
と

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
Ａ
Ｗ
を
実
行
す
る
の
は
当

然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
英
国
、タ
イ
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
Ａ
Ｗ
調
査
と
研
修
に
同
行
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
鶏
肉

輸
出
関
係
者
に
な
ぜ
Ａ
Ｗ
を
実
行
す
る
の

で
す
か
と
聞
く
と
、企
業
関
係
者
か
ら
は
、

「
Ａ
Ｗ
は
鶏
肉
を
欧
州
に
輸
出
す
る
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
（
必
須
条
件
）
で
す
」
と
の
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
国
内
養
鶏
関
係
者
は
Ａ
Ｗ

に
対
応
す
る
方
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

個
人
的
な
意
見
で
す
が
、
Ａ
Ｗ
は
次
の

二
つ
の
理
由
で
や
る
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
、
す
で
に
日
本
へ
の
主
な
鶏

肉
輸
出
国
の
タ
イ
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
Ａ
Ｗ

の
法
律
を
持
つ
欧
州
へ
鶏
肉
を
輸
出
し
て

い
ま
す
。
日
本
も
同
様
に
タ
イ
と
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
鶏
肉
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
日
本

独
自
の
Ａ
Ｗ
鶏
肉
基
準
を
持
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。も
う
一
つ
は
、

メ
リ
ッ
ト
（
利
益
）
が
Ａ
Ｗ
コ
ス
ト
を
上

回
る
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｗ
は
コ
ス
ト
よ
り

メ
リ
ッ
ト
を
追
求
で
き
る
養
鶏
飼
育
シ
ス

テ
ム
で
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

将
来
の
養
鶏
後
継
者
、
業
界
と
行
政
関
係

者
に
と
っ
て
、
Ａ
Ｗ
に
取
り
組
む
機
会
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
海
外
Ａ
Ｗ
調
査
と
Ａ

Ｗ
研
修
に
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
日

本
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ

ン
の
古
賀
様
、
阿
部
繁
考
商
店
の
阿
部

様
、
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ　

第
一
ブ
ロ
イ
ラ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
の
鎌
田
様
、
日
本
ホ
ワ
イ
ト

フ
ァ
ー
ム
の
中
村
様
、
宮
崎
く
み
あ
い
チ

キ
ン
フ
ー
ズ
の
藤
山
様
、
マ
ル
イ
農
業
協

同
組
合
の
吉
留
様
、
北
海
道
種
鶏
場
の
川

上
様
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
永
松

様
、日
本
食
鳥
協
会
の
芳
賀
様
と
齋
江
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
講
演
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
、
主
催
の
鹿
児
島
大
学
共
同

獣
医
学
部
、
㈳
畜
産
技
術
協
会
、
国
産
食

鳥
推
進
委
員
会
、
後
援
の
鹿
児
島
県
養
鶏

協
会
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
開
会
に
当
た
り
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

4

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
と
肉
用
鶏

生
産
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ド
案

（
翻
訳
：
大
滝
獣
医
師
）

第
７
・
Ｘ
・
１
条

　

本
章
の
目
的
の
た
め
、
以
下
を
定
義
す

る
：
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
商
業
的
肉
生
産
の
た

め
に
飼
育
さ
れ
る
ニ
ワ
ト
リ
を
意
味
す

る
。
村
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
家
き
ん
あ
る

い
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
鶏
群
は
含
ま
れ
な

い
。
捕
獲
は
処
理
場
／
と
場
へ
輸
送
す
る

た
め
に
農
場
に
お
い
て
捕
鳥
お
よ
び
積
載

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
７
・
Ｘ
・
２
条

適
用
範
囲

　

こ
れ
ら
の
勧
告
は
商
業
的
生
産
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
雛
の
農
場
到
着
か
ら
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
捕
獲
ま
で
の
生
産
期
間
を
対
象
と

す
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
生
産
物
の
ス
ケ
ー

ル
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
鶏
の
収
容
、
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
手

段
の
適
用
、
お
よ
び
取
引
を
含
む
。
こ
れ

ら
の
勧
告
は
ケ
ー
ジ
、
ス
ラ
ッ
ト
床
面
、

リ
ッ
タ
ー
ま
た
は
土
お
よ
び
屋
内
ま
た
は

屋
外
で
飼
育
さ
れ
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
対
象

と
す
る
。

第
７
・
Ｘ
・
３
条

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
シ
ス
テ
ム
は
⑴
完
全

な
鶏
舎
飼
育
シ
ス
テ
ム
：
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は

環
境
制
御
の
整
っ
た
、
あ
る
い
は
整
わ
な

い
鶏
舎
に
完
全
に
収
容
さ
れ
、
し
ば
し
ば

他
の
生
産
シ
ス
テ
ム
よ
り
高
密
度
で
飼

育
。
⑵
部
分
的
鶏
舎
シ
ス
テ
ム
：
ブ
ロ
イ

ラ
ー
は
鶏
舎
に
収
容
さ
れ
る
が
、
限
ら
れ

た
屋
外
領
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
提
供
。
⑶

完
全
な
屋
外
シ
ス
テ
ム
：
生
産
期
間
中
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
ま
っ
た
く
鶏
舎
に
収
容
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
で

は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
し
ば
し
ば
他
の
シ
ス
テ

ム
よ
り
低
密
度
で
飼
育
。

第
７
・
Ｘ
・
４
条

　

測
定
項
目
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
結
果
（
結

果
に
基
づ
い
た
基
準
）
ま
た
は
シ
ス
テ
ム

の
デ
ザ
イ
ン
（
リ
ソ
ー
ス
ま
た
は
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
い
た
基
準
）
に
基
づ
く
こ
と
が
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で
き
る
。
結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
は
リ

ソ
ー
ス
に
基
づ
く
評
価
基
準
よ
り
福
祉
の

よ
り
良
い
目
安
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
多
変
数
（
例
え

ば
、
取
扱
者
の
経
験
お
よ
び
態
度
並
び

に
病
気
の
状
況
）
の
複
雑
な
関
係
を
反
映

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
変
数
は
シ
ス
テ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
に
焦
点
を
当
て
た
基
準
に

頼
っ
た
場
合
、
見
落
と
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

い
く
つ
か
の
測
定
項
目
は
農
場
で
測
定

可
能
で
あ
る
（
例
え
ば
、
歩
行
、
死
亡
率

お
よ
び
罹
患
率
）、
一
方
、
そ
の
他
は
処

理
場
／
と
場
で
最
も
良
く
測
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
鶏
群
を
処
理
す
る
時
、
鶏
群
の
打

撲
傷
、
損
傷
し
た
翼
・
脚
お
よ
び
負
傷
の

出
現
が
評
価
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
病
歴
は

原
因
（
例
え
ば
、
捕
鳥
）
を
特
定
す
る
助

け
と
な
る
（N

icol &

　

Scott, 1990

）。

背
中
の
引
っ
か
き
傷
、
膝
と
脚
の
熱
傷
お

よ
び
胸
部
の
火
膨
れ
も
ま
た
処
理
場
／
と

場
で
容
易
に
観
察
さ
れ
る
。
腹
水
症
、
脚

の
奇
形
、
脱
水
症
お
よ
び
病
状
な
ど
の
他

の
状
況
も
ま
た
こ
の
時
点
で
評
価
さ
れ

る
。福
祉
測
定
項
目
の
た
め
の
数
値
は
国
、

セ
ク
タ
ー
、
あ
る
い
は
た
ぶ
ん
地
域
の
商

業
的
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
の
た
め
の
適
切
な

規
範
を
参
考
に
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を

勧
め
る
。

　

以
下
の
結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
が
ブ

ロ
イ
ラ
ー
福
祉
の
有
用
な
指
標
で
あ
る
。

①
死
亡
率
（
死
、
淘
汰
）
お
よ
び
罹
患
率

　

毎
日
の
、
毎
週
の
お
よ
び
累
積
の
死
亡

率
（
死
、
淘
汰
）
並
び
に
罹
患
率
は
期
待

さ
れ
る
範
囲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
毎

日
の
死
亡
率
ま
た
は
罹
患
率
の
上
昇
は
動

物
福
祉
の
問
題
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。

②
歩
行

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
感
染
性
お

よ
び
非
感
染
性
の
筋
骨
格
障
害
の
発
現
に

感
受
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
障
害
は
歩
行

困
難
お
よ
び
歩
行
異
常
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
。
歩
行
困
難
ま
た
は
歩
行
異

常
を
示
し
て
い
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
餌
と
水

に
到
達
す
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
他
の
ブ

ロ
イ
ラ
ー
に
踏
み
つ
け
ら
れ
、
痛
み
を
経

験
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
筋
骨
格

の
問
題
に
は
遺
伝
、
栄
養
、
衛
生
、
照

明
、
リ
ッ
タ
ー
の
質
、
お
よ
び
他
の
環
境

的
並
び
に
管
理
的
要
因
な
ど
の
多
く
の
原

因
が
あ
る
（M

ench, 2004; D
aw
kins 

et al

）。
商
業
的
鶏
群
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で

は
歩
行
異
常
が
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
次
の
群
の
問
題
を
減
ら
す
た
め
に
是

正
措
置
が
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
く
つ
か
の
利
用
で
き
る
歩
行
ス
コ

ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
報
告
さ
れ
て
い

る
（K

estin et al.,1992; Garner et al., 
2002; W

ebster et al., 2008; W
eeks et 

al., 2002; Berg and Sanotra, 2003

）。

使
用
し
て
い
る
ス
コ
ア
リ
ン
グ
ま
た
は
評

価
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
ら
ず
、
餌
と
水
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
発
見
さ

れ
次
第
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
安
楽
死
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
接
触
性
皮
膚
炎

　

接
触
性
皮
膚
炎
は
リ
ッ
タ
ー
ま
た
は
他

の
床
表
面
に
長
期
に
渡
っ
て
接
触
す
る
皮

膚
を
侵
す
。
病
状
は
黒
ず
ん
だ
皮
膚
か
ら

腐
食
お
よ
び
フ
ッ
ト
パ
ッ
ド
の
表
面
、
膝

の
背
部
、
時
に
胸
部
に
線
維
症
と
し
て
発

現
す
る
。
深
刻
な
場
合
、
フ
ッ
ト
パ
ッ
ド

お
よ
び
膝
の
病
変
は
歩
行
困
難
の
一
因
と

な
り
、
二
次
感
染
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
。
接
触
性
皮
膚
炎
の
有
効
な
ス
コ

ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
す
で
に
開
発
さ
れ

て
い
る
（W

elfare Q
uality

®, 2009

）。

④
羽
毛
の
状
態

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
羽
毛
の
状
態
の
評
価
は

福
祉
の
状
況
に
つ
い
て
の
有
用
な
情
報
を

提
供
す
る
。
羽
毛
の
汚
れ
は
個
々
の
鶏
の

膝
の
熱
傷
お
よ
び
歩
行
困
難
に
関
連
す

る
（A

rnould and Colin, 2009

）。
羽

毛
の
汚
れ
は
処
理
場
／
と
場
へ
の
輸
送
の

た
め
に
農
場
で
捕
鳥
す
る
時
お
よ
び
毛
を

む
し
る
前
に
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の

目
的
の
た
め
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

が
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
る
（RSPCA

, 
2008

）。

⑤
病
気
、
代
謝
異
常
お
よ
び
寄
生
虫
侵
入

　

の
発
生

　

原
因
に
か
か
わ
ら
ず
、
病
状
は
福
祉
関

連
事
項
で
あ
る
。
そ
し
て
貧
弱
な
環
境
あ

る
い
は
飼
育
管
理
に
よ
っ
て
悪
化
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

⑥
行
動

⒜
恐
れ
行
動
：
恐
れ
て
い
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー

は
人
を
回
避
す
る
行
動
を
示
し
、
そ
し

て
こ
の
行
動
は
動
物
取
扱
者
が
ブ
ロ
イ

ラ
ー
に
関
わ
っ
て
い
る
間
、
彼
ら
が
仕

事
を
ゆ
っ
く
り
す
る
時
よ
り
も
鶏
舎

を
急
い
で
歩
い
て
い
る
時
に
見
ら
れ

る
（Cransberg et al., 2000

）。
恐

れ
（
例
え
ば
、
突
然
の
大
き
な
音
）
は

ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
互
い
に
重
な
り
合
い
、

窒
息
死
さ
え
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
。
恐
れ
て
い
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
よ
り

生
産
性
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

（H
em
sw
orth et al.,1994

）。

⒝
空
間
分
布
：
鶏
の
空
間
分
布
の
変
化
は

熱
的
不
快
（
例
え
ば
、身
を
寄
せ
合
う
）

ま
た
は
湿
っ
た
リ
ッ
タ
ー
あ
る
い
は
照

明
、
餌
ま
た
は
水
の
不
均
一
な
分
布
の

存
在
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
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⒞
開
口
呼
吸
と
羽
の
拡
散
：
開
口
呼
吸
と
羽

の
拡
散
は
熱
ス
ト
レ
ス
を
示
し
て
い
る
。

⒟
砂
遊
び
：
砂
遊
び
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
含

む
多
く
の
鳥
で
行
な
わ
れ
る
複
雑
な

身
体
維
持
行
動
で
あ
る
（O

lsson and

　

K
eeling, 2005

）。
砂
遊
び
期
間
中
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
羽
で
リ
ッ
タ
ー
な
ど
の

材
料
を
解
す
よ
う
な
働
き
を
す
る
。
砂

遊
び
は
羽
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
。
そ

の
結
果
、
体
温
の
保
持
と
皮
膚
の
傷
害

の
防
止
を
助
け
る
。
鶏
群
の
砂
遊
び
の

減
少
は
リ
ッ
タ
ー
ま
た
は
生
息
域
の

質
、
例
え
ば
リ
ッ
タ
ー
ま
た
は
地
面
の

湿
気
あ
る
い
は
砕
け
に
く
い
な
ど
の
問

題
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

⒠
摂
餌
、
飲
水
お
よ
び
採
餌
：
摂
餌
お
よ

び
飲
水
行
動
の
減
少
は
給
餌
器
お
よ
び

飲
水
器
の
不
適
切
な
ス
ペ
ー
ス
と
配

置
、
食
餌
の
不
均
衡
、
粗
悪
な
水
の
質

あ
る
い
は
餌
の
汚
染
な
ど
の
管
理
上
の

問
題
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

摂
餌
お
よ
び
飲
水
行
動
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー

が
病
気
の
場
合
、
し
ば
し
ば
抑
制
さ
れ

る
。
摂
餌
は
熱
ス
ト
レ
ス
の
期
間
減
少

し
、
寒
さ
ス
ト
レ
ス
の
期
間
増
加
す

る
。
採
餌
は
典
型
的
に
は
歩
く
、
つ
つ

き
あ
る
い
は
リ
ッ
タ
ー
を
引
っ
掻
く
こ

と
に
よ
り
餌
を
探
す
行
動
で
あ
る
。
採

餌
活
動
の
減
少
は
リ
ッ
タ
ー
の
質
の
問

題
ま
た
は
鶏
の
動
き
を
減
弱
さ
せ
る
状

況
（
例
え
ば
、
歩
行
の
問
題
）
の
出
現

を
示
唆
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

⒡
羽
つ
つ
き
お
よ
び
カ
ン
ニ
バ
リ
ズ
ム
：

羽
つ
つ
き
は
顕
著
な
羽
の
損
失
を
招
く

可
能
性
が
あ
り
、
カ
ン
ニ
バ
リ
ズ
ム
を

引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
。
カ
ン
ニ

バ
リ
ズ
ム
は
他
の
鶏
の
肉
体
を
引
き
裂

く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
結
果
と
し
て

深
刻
な
損
傷
あ
る
い
は
死
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
常
行
動
に
は

多
様
な
原
因
が
あ
る
（M

ench and 
K
eeling, 2001; R

odenberg and 
K
oene, 2004; N

ew
berry, 2004

）。

⑦
水
お
よ
び
餌
の
消
費

　

水
の
消
費
の
毎
日
の
モ
ニ
タ
ー
リ
ン
グ

は
病
気
お
よ
び
他
の
福
祉
状
況
（
環
境
温

度
、
相
対
湿
度
、
餌
の
消
費
お
よ
び
他
の

関
連
要
因
）
を
示
す
た
め
の
有
用
な
手
段

で
あ
る
。
水
の
供
給
に
伴
う
問
題
は
、
結

果
と
し
て
、
湿
っ
た
リ
ッ
タ
ー
、
下
痢
、

皮
膚
炎
あ
る
い
は
脱
水
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
。
餌
の
消
費
の
変
化
は
餌
の

適
正
性
と
同
時
に
鶏
群
の
病
気
あ
る
い
は

他
の
福
祉
問
題
の
存
在
を
示
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

⑧
実
績

⒜
成
長
率
：
あ
る
平
均
的
ブ
ロ
イ
ラ
ー
群

の
１
日
当
た
り
の
平
均
増
体
量（
ｇ
ｒ
）

を
示
す
指
標
。

⒝
飼
料
効
率
：
得
ら
れ
た
総
生
体
重
に
対

す
る
鶏
群
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
た
飼
料

の
量
を
測
定
す
る
指
標
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
体
重
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
産
す
る
た

め
に
必
要
な
飼
料
の
重
さ
で
表
現
さ
れ

る
。

⒞
生
存
率
：
生
産
期
間
の
最
後
に
生
き

残
っ
て
い
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
数
の
百
分

率
を
示
す
指
標
。
通
常
こ
の
指
標
は
正

反
対
の
死
亡
率
と
し
て
測
定
さ
れ
る
。

⑨
損
傷
率

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
多
く
の
損
傷
に
対
し
て

感
受
性
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
損
傷

の
割
合
は
生
産
あ
る
い
は
捕
獲
中
の
鶏
群

の
福
祉
問
題
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
損

傷
に
は
他
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
よ
る
も
の

（
引
っ
か
き
、
羽
毛
の
損
失
ま
た
は
羽
つ

つ
き
お
よ
び
カ
ン
ニ
バ
リ
ズ
ム
に
よ
る

傷
）
お
よ
び
環
境
条
件
（
例
え
ば
、
皮
膚

の
病
変
）
並
び
に
人
の
介
入
、
例
え
ば
捕

ま
え
る
こ
と
、
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
捕

鳥
中
に
最
も
一
般
的
に
起
こ
る
損
傷
は
打

撲
、脚
の
破
損
お
よ
び
翼
の
損
傷
で
あ
る
。

大
腿
骨
の
脱
臼
は
最
も
一
般
的
に
起
こ
る

外
傷
で
あ
る
。

⑩
目
の
状
態

　

結
膜
炎
は
埃
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど

の
刺
激
物
の
存
在
を
示
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
高
レ
ベ
ル
の
ア
ン
モ
ニ

ア
は
角
膜
熱
傷
及
び
最
終
的
に
失
明
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
（M

orrow
 

2008:541

）。

⑪
鶏
鳴

発
声
は
正
お
よ
び
負
の
情
動
状
態
を
示

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（Jeon et al., 

2005

）。

第
７
・
Ｘ
・
５
条

勧
告

①
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
動
物
の
健
康

⒜
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
疾
病
の
予

防
：
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
あ
る
特

定
の
健
康
状
態
で
群
を
維
持
し
、
特
定

病
原
体
の
進
入
を
防
御
す
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
れ
た
一
連
の
措
置
を
意
味
す

る
。
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
疾
病
の
リ
ス
ク
に
釣
り
合
い
、

さ
ら
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
リ
ス
ト
疾
病
に
関
す
る

陸
生
コ
ー
ド
の
関
連
す
る
勧
告
に
従
っ

て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ

イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

群
の
望
ま
れ
る
健
康
状
態
及
び
最
近
の

疾
病
の
リ
ス
ク
（
地
域
性
、
外
来
性
ま

た
は
越
境
性
）
に
釣
り
合
う
よ
う
に
、

計
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
病
気
の
リ
ス
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
の
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ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
疫
学
的
グ
ル
ー
プ
に
固

有
な
も
の
で
あ
り
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
リ
ス
ト
疾

病
に
関
す
る
陸
生
コ
ー
ド
の
各
章
に
示

さ
れ
て
い
る
勧
告
に
従
う
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
疾
病
お
よ
び
病
原
体
の

主
な
伝
播
経
路
の
制
御
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　

⑴
他
の
家
禽
、
家
畜
お
よ
び
野
生
動
物
並

び
に
人
か
ら
の
直
接
伝
播

⑵
機
器
、
設
備
お
よ
び
車
両
な
ど
の
媒

介
物

⑶
ベ
ク
タ
ー
（
例
え
ば
、
節
足
動
物
お
よ

び
げ
っ
歯
類
）

⑷
エ
ア
ロ
ゾ
ル

⑸
水
の
供
給

⑹
飼
料　

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
病
気
、

代
謝
異
常
お
よ
び
寄
生
虫
進
入
の
発

生
、
死
亡
率
、
実
績

⒝
動
物
の
健
康
管
理
、
予
防
薬
お
よ
び
獣

医
学
的
治
療
：
動
物
の
健
康
管
理
は
ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
健
康
と
福
祉
を
最
適
に
す

る
た
め
設
計
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
意
味

す
る
。
そ
れ
に
は
病
気
お
よ
び
悪
条
件

の
予
防
、
治
療
並
び
に
制
御
が
含
ま
れ

る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
世
話
す
る
人
は
体

調
不
良
あ
る
い
は
苦
痛
、
例
え
ば
飼
料

お
よ
び
水
の
摂
取
に
お
け
る
変
化
、
体

重
の
減
少
、
行
動
の
変
化
、
羽
毛
、
排

泄
物
ま
た
は
そ
の
他
の
身
体
的
外
観
の

異
常
な
徴
候
に
注
意
を
払
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
し
担
当
す
る
人
が
病

気
、
体
調
不
良
あ
る
い
は
苦
痛
の
原
因

を
特
定
し
、
こ
れ
ら
を
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
報
告
す
べ

き
病
気
の
存
在
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
彼

ら
は
家
禽
の
獣
医
師
あ
る
い
は
他
の
資

格
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
獣
医
学
的
治

療
は
獣
医
師
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
必
要
に
応
じ
、
獣
医

当
局
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
従
っ
て
、
疾
病
の
予
防
と
処
置
の
た

め
の
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
お
よ
び
治
療
は
ブ
ロ

イ
ラ
ー
の
福
祉
を
考
慮
し
な
が
ら
、
手

順
に
熟
練
し
た
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
気
ま
た
は
損
傷

し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
人
道
的
に
淘
汰
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
様
に
、
診
断
目
的
の
た
め

に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
殺
す
時
も
７
・
６
章

に
従
っ
て
人
道
的
な
方
法
で
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
病
気
、

代
謝
異
常
お
よ
び
寄
生
虫
進
入
の
発

生
、
死
亡
率
、
実
績

　
②
環
境
と
管
理

⒜
温
度
環
境

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
た
め
の
温
度
状
態
は
そ

れ
ら
の
発
育
ス
テ
ー
ジ
で
適
切
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
極
度
の
熱
、
湿
度
お
よ
び
寒

さ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
育
段

階
の
た
め
の
サ
ー
マ
ル
ヒ
ー
ト
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
（
Ｔ
Ｈ
Ｉ
）
が
温
度
お
よ
び
相
対
湿

度
の
快
適
範
囲
を
確
定
す
る
上
で
助
け
と

な
る
。
環
境
条
件
が
こ
れ
ら
の
範
囲
外
に

あ
る
場
合
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
へ
の
悪
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
に
種
々
の
生
産
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
色
々
な
戦
略
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
集
約
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
空
気
の
高
速
循
環
お
よ
び
気
化
冷
却
並

び
に
飼
育
密
度
を
低
く
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
高
い
温
度
お
よ
び
湿
度
の
影
響
が
緩
和

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
換
気
は
リ
ッ

タ
ー
が
湿
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
相
対
湿
度

が
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
リ
ッ
タ
ー
の
状
態
を
定
期

的
に
評
価
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
温
度
環

境
の
管
理
は
少
な
く
と
も
１
日
に
２
回
点

検
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
行
動
、

死
亡
率
、
接
触
性
皮
膚
炎
、
水
及
び

餌
の
消
費
、
実
績
、
羽
毛
の
状
態
。

⒝
照
明

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
休
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
各
24
時
間
ご
と
に
適
切
で
持
続
的

な
暗
期
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
適

切
で
持
続
的
な
照
明
期
間
も
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
関
連
性
の
あ
る
国
、
地
域
ま
た

は
国
際
的
な
勧
告
が
参
照
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
照
明
期
間
の
照
明
の
強
さ
は

ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
鶏
舎
に
入
れ
ら
れ
た
後
の

数
日
間
、
餌
と
水
を
見
つ
け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
た
め
、
活
動
を
刺
激
す
る
た

め
、
お
よ
び
適
切
な
観
察
を
可
能
に
す
る

た
め
に
十
分
か
つ
均
一
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
照
明
の
変
化
に
段
階
的
に
適
応
す

る
た
め
の
期
間
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
歩
行
、

代
謝
異
常
、
実
績
、
行
動
、
損
傷
率
。

⒞
空
気
の
性
状

　

適
切
な
換
気
は
い
つ
も
新
鮮
な
空
気

を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
ア

ン
モ
ニ
ア
濃
度
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
高
さ

で
常
に
25
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
（K

ristensen and W
athes, 2000; 

Jones et al., 2005

）。
埃
の
レ
ベ
ル
は
最
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小
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る

た
め
の
方
法
と
し
て
適
切
な
換
気
お
よ
び

適
度
な
リ
ッ
タ
ー
の
湿
り
気
の
維
持
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
健
康
と
福
祉

が
人
工
的
換
気
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
い

る
場
合
、
適
切
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
力
お

よ
び
警
報
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
対
策
が
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
呼
吸
器

病
の
発
生
、
代
謝
異
常
、
目
の
状
態
、

実
績
、
接
触
性
皮
膚
炎
。

⒟
騒
音

　

ス
ト
レ
ス
お
よ
び
恐
れ
反
応
を
防
ぐ
た

め
に
突
然
あ
る
い
は
大
き
な
騒
音
の
ブ
ロ

イ
ラ
ー
へ
の
暴
露
は
可
能
な
限
り
最
小
限

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
例
え
ば
、
杭
打

ち
）。
農
場
の
場
所
は
可
能
な
限
り
地
域

の
騒
音
源
の
存
在
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
毎
日
の

死
亡
率 

、
罹
患
率
、
実
績
、
損
傷
率
、

恐
れ
行
動
。

⒠
栄
養

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
は
日
齢
お
よ
び
遺
伝
的

特
徴
に
応
じ
、
適
切
な
餌
が
与
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
餌
は
健
康
に
必
要
な

適
切
な
栄
養
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
。
餌

と
水
は
嗜
好
に
合
い
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
健

康
に
危
害
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
不
純

物
を
含
ま
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
給
水
装
置
は
有
害
微
生
物
の
増
殖
を

防
ぐ
た
め
に
定
期
的
に
洗
浄
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
毎
日
、
餌

へ
適
切
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
水
は
持
続
的
に
利
用
可

能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
齢
雛
が
適

切
に
餌
と
水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

特
別
な
対
策
が
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
餌
と
水

の
消
費
、
実
績
、
行
動
、
歩
行
、
病
気
、

代
謝
異
常
お
よ
び
寄
生
虫
進
入
の
発

生
、
死
亡
率 
、
損
傷
率
。

⒡
床
面
、
寝
床
面
、
休
息
面
お
よ
び
リ
ッ

タ
ー
の
質

　

鶏
舎
の
床
は
な
る
べ
く
洗
浄
と
消
毒

が
容
易
な
つ
く
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
砂
遊
び
お
よ
び
採
餌
を
促
す
た
め
に

疎
で
乾
燥
し
た
材
料
の
提
供
が
望
ま
し

い
。
リ
ッ
タ
ー
は
福
祉
と
健
康
に
対
す
る

有
害
な
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
管
理

さ
れ
な
け
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貧
弱

な
リ
ッ
タ
ー
の
質
は
フ
ッ
ト
パ
ッ
ド
の

皮
膚
炎
、
膝
の
熱
傷
お
よ
び
胸
部
の
火
膨

れ
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
リ
ッ

タ
ー
は
次
の
鶏
群
の
病
気
を
予
防
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
交
換
ま
た
は
適
切

に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ッ

タ
ー
の
質
は
部
分
的
に
は
用
い
ら
れ
る
材

質
に
、
ま
た
部
分
的
に
は
種
々
の
管
理
業

務
に
関
連
し
て
い
る
。
材
質
は
慎
重
に
選

択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ッ
タ
ー

は
乾
燥
し
か
つ
砕
け
や
す
い
よ
う
に
し
、

埃
っ
ぽ
く
な
く
、
ケ
ー
キ
状
ま
た
は
湿
っ

ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
維
持
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
高
湿
度
の
気
候
で
他
の
床

材
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
で

し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
ッ
ト
床

面
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
適
切
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
損
傷
を
予
防
し
、
そ
し
て
糞
尿
は
落

ち
る
か
ま
た
は
適
切
に
除
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
構
築
さ
れ
、
維
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

損
傷
を
防
ぐ
た
め
に
初
生
雛
は
サ
イ
ズ

に
応
じ
た
適
切
な
タ
イ
プ
の
床
面
に
置
か

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

リ
ッ
タ
ー
で
飼
育
す
る
場
合
、
初
生
雛

が
鶏
舎
に
入
れ
ら
れ
る
前
に
、
床
に
は
正

常
な
行
動
を
引
き
出
し
、
そ
し
て
床
か
ら

雛
を
分
離
す
る
た
め
に
十
分
な
深
さ
が
あ

り
、
汚
染
の
な
い
材
質
（
例
え
ば
、
木
屑
、

わ
ら
、
細
断
さ
れ
た
紙
、
処
理
さ
れ
た
使

用
済
み
リ
ッ
タ
ー
）
の
寝
床
が
備
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
接
触
性
皮

膚
炎
、
羽
毛
の
状
態
、
歩
行
、
行
動
（
砂

遊
び
お
よ
び
採
餌
）、
目
の
状
態
、
病
気
、

代
謝
異
常
お
よ
び
寄
生
虫
進
入
の
発
生
。

⒢
羽
つ
つ
き
お
よ
び
カ
ン
ニ
バ
リ
ズ
ム
の

　

予
防

　

羽
つ
つ
き
お
よ
び
カ
ン
ニ
バ
リ
ズ
ム
が

問
題
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
生
産
シ
ス
テ

ム
で
は
照
度
の
減
弱
、採
餌
材
料
の
供
給
、

栄
養
改
善
、
飼
育
密
度
の
低
減
、
適
切
な

遺
伝
的
ス
ト
ッ
ク
の
選
択
な
ど
の
管
理
手

段
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ら
の
管
理
戦
略
が
失
敗
し
た
場
合
に

は
、
治
療
的
ビ
ー
ク
ト
リ
ミ
ン
グ
が
最
後

の
解
決
策
で
あ
る
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
損
傷
率
、

行
動
、
羽
毛
の
状
態
、
死
亡
率
。

⒣
飼
育
密
度

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
適
切
な
飼
育
密
度
で
飼

育
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
イ

ラ
ー
が
餌
と
水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
姿
勢

を
正
常
に
調
整
す
る
た
め
、
１
羽
当
り
に

必
要
な
床
面
積
を
決
定
す
る
に
は
以
下
の

要
素
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

管
理
能
力
、
環
境
条
件
、
飼
育
シ
ス
テ
ム
、

生
産
シ
ス
テ
ム
、
リ
ッ
タ
ー
の
質
、
換
気
、

バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
、
遺
伝
的
ス
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ト
ッ
ク
、
出
荷
日
齢
お
よ
び
体
重
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
損
傷
率
、

接
触
性
皮
膚
炎
、死
亡
率
、行
動
、歩
行
、

病
気
、
代
謝
異
常
お
よ
び
寄
生
虫
進
入

の
発
生
、
実
績
、
羽
毛
の
状
態
。

⒤
屋
外
領
域

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
安
全
に
歩
き
回
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
す
ぐ
に
屋
外
領
域
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ロ

イ
ラ
ー
が
自
由
に
鶏
舎
へ
の
出
入
り
が
で

き
る
よ
う
に
十
分
な
広
さ
の
出
口
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
屋
外
領
域
の
管
理
は
部

分
的
鶏
舎
お
よ
び
完
全
な
屋
外
生
産
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
土
地
お
よ

び
牧
草
地
の
管
理
手
段
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
へ

の
病
原
体
の
感
染
お
よ
び
寄
生
虫
の
侵
入

リ
ス
ク
を
減
ら
す
よ
う
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
制
限
さ
れ
た
飼

育
密
度
ま
た
は
い
く
つ
か
の
土
地
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
使
用
が
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
屋
外
領
域
は
沼
地
状
態
と
ぬ
か

る
み
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
適
切
に
管

理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
屋
外
領
域

は
な
る
べ
く
水
は
け
の
良
い
土
地
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
屋
外
領
域
は
毒
性
の
あ

る
植
物
お
よ
び
他
の
汚
染
物
質
が
な
い
こ

と
を
保
証
す
る
よ
う
適
切
に
管
理
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
完
全
屋
外
シ
ス
テ
ム

で
は
、
悪
天
候
状
況
か
ら
の
保
護
が
講
じ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
： 

行
動
、
寄

生
虫
進
入
の
発
生
、
実
績
、
接
触
性
皮

膚
炎
、羽
毛
の
状
態
、死
亡
率
、罹
患
率
。

⒥
捕
食
動
物
か
ら
の
保
護

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
捕
食
動
物
か
ら
保
護
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
： 

恐
れ
行

動
、
死
亡
率
、
損
傷
率
。

⒦
遺
伝
的
選
択

　

特
定
の
場
所
ま
た
は
生
産
シ
ス
テ
ム
の

た
め
に
鶏
種
を
選
ぶ
時
は
、
生
産
性
に
加

え
、
福
祉
お
よ
び
健
康
が
検
討
事
項
と
し

て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
歩
行
、

代
謝
異
常
、
死
亡
率
、
行
動
、
実
績
。

⒧
苦
痛
介
入

　

ビ
ー
ク
ト
リ
ミ
ン
グ
、
つ
め
ト
リ
ミ
ン

グ
、
と
さ
か
の
切
断
な
ど
の
苦
痛
介
入
は

ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
は
日
常
的
に
行
わ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
も
し 

治
療
的
ビ
ー
ク
ト
リ

ミ
ン
グ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
れ
は
訓
練

さ
れ
、
熟
練
し
た
人
に
よ
っ
て
で
き
る

だ
け
早
い
日
齢
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
必
要
最
小
限
の
嘴
を
苦
痛
と
出
血
を

最
小
限
に
す
る
方
法
を
用
い
て
除
く
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（Glatz and 

M
iao, 2005; H

ester and Shea-M
oore, 

2003

）。
外
科
的
去
勢
は
適
切
な
苦
痛
と

感
染
を
制
御
す
る
方
法
な
し
で
は
行
わ

れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
獣
医
師
ま
た
は
獣

医
師
の
監
督
下
で
訓
練
さ
れ
か
つ
熟
練
し

た
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
上
記
各

手
段
の
使
用

⒨
取
り
扱
い
と
観
察

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
少
な
く
と
も
１
日
２
回

観
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観
察
に

は
、
治
療
ま
た
は
淘
汰
の
た
め
の
病
気
あ

る
い
は
損
傷
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
確
認
、

鶏
群
の
福
祉
ま
た
は
健
康
問
題
の
検
出
と

是
正
、
並
び
に
死
ん
だ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
除

去
の
三
つ
の
主
目
的
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
観
察
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
不
必
要
に
阻

害
さ
れ
な
い
よ
う
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
動
物
取
扱
者
は
鶏

群
の
中
を
静
か
に
か
つ
ゆ
っ
く
り
と
移
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を

取
り
扱
う
場
合
に
は
、
傷
つ
け
た
り
、
不

必
要
に
怖
が
ら
せ
た
り
、
ま
た
は
ス
ト
レ

ス
を
か
け
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
回
復

見
込
み
の
な
い
病
気
、
明
ら
か
な
変
形
ま
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た
は
損
傷
を
持
っ
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
群
か

ら
除
か
れ
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
７
・

６
章
に
記
載
さ
れ
た
方
法
で
人
道
的
に
殺

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頚
椎
脱
臼
は

７
・
６
・
17
条
に
記
載
さ
れ
た
方
法
で
的

確
に
行
わ
れ
る
な
ら
ば
少
数
の
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
殺
す
た
め
に
は
容
認
可
能
な
方
法

で
あ
る
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
行
動
、

実
績
、
損
傷
率
、
死
亡
率
、
発
声
、

罹
患
率
。

⒩
人
の
訓
練

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
人

は
彼
ら
が
責
任
を
ま
っ
と
う
で
き
る
よ
う

適
切
な
訓
練
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
し
て
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
行
動
、
取
り
扱
い

技
術
、
緊
急
的
な
安
楽
死
の
方
法
、
バ
イ

オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
病
気
の
一
般
的
な
症

状
、お
よ
び
貧
弱
な
動
物
福
祉
の
指
標（
例

え
ば
ス
ト
レ
ス
、
苦
痛
）
並
び
に
そ
れ
ら

の
軽
減
に
つ
い
て
の
十
分
な
知
識
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
す
べ
て

の
測
定
項
目
が
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

　
⒪
緊
急
対
応
計
画

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
者
は
自
然
災
害
、
病

気
の
発
生
お
よ
び
機
械
装
置
の
故
障
の
た

め
に
起
こ
る
影
響
を
最
小
限
に
、
お
よ
び

緩
和
す
る
た
め
に
緊
急
対
応
計
画
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
に
は
機
能

不
全
を
探
知
す
る
た
め
の
ア
ラ
ー
ム
装

置
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
発
電
機
、
維
持
提
供

者
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
代
替
の
暖
房
あ
る
い

は
冷
房
の
手
配
、
農
場
の
貯
水
能
力
、
水

運
搬
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
餌
の
適

切
な
農
場
備
蓄
、
代
替
の
餌
供
給
お
よ
び

換
気
の
緊
急
管
理
計
画
が
含
ま
れ
る
だ
ろ

う
。
動
物
衛
生
の
た
め
の
緊
急
対
応
計

画
は
必
要
に
応
じ
て
獣
医
当
局
よ
っ
て

確
立
あ
る
い
は
要
求
さ
れ
た
国
家
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

⒫
農
場
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
設
備

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場
の
位
置
は
現
実
的
な

範
囲
で
火
災
お
よ
び
洪
水
並
び
に
他
の
自

然
災
害
の
影
響
か
ら
安
全
で
あ
る
よ
う
に

選
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

農
場
は
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス

ク
、
化
学
的
お
よ
び
物
理
的
汚
染
物
、
騒

音
並
び
に
悪
天
候
条
件
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
へ

暴
露
を
避
け
る
、
ま
た
は
最
小
限
に
す
る

よ
う
に
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
ア
ク
セ
ス
す
る
鶏
舎
、
屋

外
領
域
及
び
設
備
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
へ
の
損

傷
と
苦
痛
を
避
け
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、

維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

火
災
と
そ
の
他
の
危
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
鶏
舎
が
構
築
さ

れ
、
電
気
お
よ
び
燃
料
装
置
が
取
り
付
け

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
者
は
鶏
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の

あ
る
設
備
の
故
障
に
備
え
て
、
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
所
定
の
位
置
に
備

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒬
農
場
に
お
け
る
捕
獲

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
処
理
前
に
必
要
以
上
の

期
間
、
絶
食
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
水
は

捕
獲
の
時
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
気
あ
る
い
は
損
傷

の
た
め
に
積
載
あ
る
い
は
輸
送
に
適
さ
な

い
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
人
道
的
に
殺
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
捕
鳥
は
熟
練
し
た
動
物

取
扱
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
、

恐
れ
反
応
お
よ
び
損
傷
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
最
大
限
の
努
力
が
払
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
し
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
捕
鳥

中
に
損
傷
し
た
場
合
、
人
道
的
に
殺
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
首

ま
た
は
翼
を
も
っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
て
は

な
ら
な
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
輸
送
箱
に
注

意
深
く
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機

械
的
な
捕
鳥
機
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
対
す

る
損
傷
、
ス
ト
レ
ス
お
よ
び
恐
れ
を
最
小

限
に
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、使
用
さ
れ
、

維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
の

故
障
の
場
合
に
備
え
て
、
緊
急
対
応
計
画

が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー

を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、
捕
鳥
は
薄
暗

が
り
あ
る
い
は
青
色
光
の
下
で
な
る
べ
く

行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
捕
鳥
は
処
理

ま
で
の
時
間
及
び
捕
鳥
、
輸
送
お
よ
び
保

管
中
の
気
候
上
の
ス
ト
レ
ス
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
計
画
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
輸
送
箱
の
鶏
の
密
度
は
気
候
条
件
に

適
合
し
、
快
適
さ
を
維
持
す
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輸
送
箱
は
損
傷
を

避
け
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
維
持
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
清
潔
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
も
し
必
要
な
ら
、
定
期
的
に

消
毒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
に
基
づ
く
測
定
項
目
：
損
傷
率
、

捕
獲
時
お
よ
び
処
理
場
／
と
場
到
着

時
の
死
亡
率
。

　

※
参
考
文
献
（
省
略
）


